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空手初のオリンピアン誕生 
ユースオリンピック 
 

■バッハ会長夫妻を迎え 

 アルゼンチン・ブエノスアイレスで第３回夏季ユ

ースオリンピックが開幕し、空手は１０月１７日

（水）～１８日（木）の２日間、男女組手６種目で競

技しました。 

 総合開会式は近代オリンピック史上初めての

野外開催となり、アルゼンチンタンゴをＢＧＭに

建築物をキャンバスとしたプロジェクション・マッ

ピングで観客を魅了しました。 

 空手競技２日目、会場にＩＯＣのバッハ会長夫

妻とスポーツ・ディレクターのマッコーネル氏を迎

え、準決勝と決勝を観戦いただきました。エスピ

ノス会長、ベネテロ選手委員長らと共に試合解

説・観戦しているのが右上の写真です。 

 日本は全６種目に出場し（全種目に出場した国

は日本のみ）金１、銀３のメダルを獲得しました。

独特の緊張感の中で力を出し切れなかった選手

もいましたが、とくに女子選手の活躍が目覚まし

く、「空手史上初のオリンピアン誕生」を見て、東

京２０２０への期待がさらに高まったところです。 

 

■アスリート・ロールモデル 

 ユースオリンピックの特徴はその教育プログラ

ムにあります。１５～１８歳（空手は１６～１７歳）

を対象とした総合競技大会であるため、スポーツ

を通じた人間形成・国際交流を目的としており、

選手たちは約２週間のあいだ現地で生活し、競

技や国をこえて交流します。 

 今回ＩＯＣからの要請により、各競技で「アスリ

ート・ロールモデル」が指名されました。ロールモ

デルはいわばお手本となる先輩で、選手とともに

行動し、技術のみならずオリンピック選手として

相応しい行動を指導する人です。 

 ＷＫＦでは世界チャンピオンのイワン・レアル・

レグレロ氏（スペイン）と銀メダリスト、ナシム・バ

ラステ氏（カナダ）を指名しました。ロールモデル

の両氏は観客にも大人気で、コート上で紹介さ

れた折には大きな歓声が上がっていました。 

 

空手を観戦するＩＯＣバッハ会長（中央）。 

 

アスリート・ロールモデルの一人、イワン・レアル・
レグレロと日本代表の坂地、田畑、澤島選手。 
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■ＩＯＣ総会とフォーラム 

 ユースオリンピック開幕前にはＩＯＣ総会が開催

され、役員改選によりＩＯＣ委員が大幅に入れ替

わりました。 

 また、次回夏季ユースオリンピック（２０２２年）

の開催地がセネガルの首都・ダカールに決定し

ました。ＷＫＦとしては２０２２年もぜひ空手を採

用していただきたいと考えており、ＩＯＣとの調整

に着手します。 

 さらに今回は、初の試み「オリンピズム・イン・ア

クション・フォーラム」が開催されました。幅広い

分野に及ぶ研修会あるいはシンポジウムのよう

な行事でしたが、目下スポーツ界が直面している

ハラスメントや性的虐待を議題としたセッションで

は、深刻な問題提起がなされ、これまで取り組ん

できた反ドーピングの運動に加え、これらの問題

に真剣に、速やかに向き合わなければならない

ことを各ＩＦは十二分に自覚しました。 

 セッションでは、スポーツに取り組む中で被害

を受けた経験を持つ２名のサバイバーが、その

体験談を共有したのですが、耳をふさぎたくなる

ような深刻な被害であり、こうした事実に IF、NＦ

としてどのように対応しなくてはならないのか？ 

いかに被害を防ぐのか？ この問いが全スポー

ツ界に投げかけられています。 

 

プレミアリーグ東京大会 
 

■大成功を収める 

 １０月１２日（金）～１４日（日）には、東京武道

館においてKarate1 プレミアリーグ東京大会が開

催されました。 

 東京では初開催、そして２０１８年最終戦とあっ

て、各階級トップランクの選手が出場しました。 

 完璧な試合運営でした。チケットは完売、会場

は立ち見が出る超満員となっただけでなく、２０を

こえる国の大使館関係者が観戦に訪れ、自国の

選手と交歓する場が設けられました。 

 ＪＫＦ、ＷＫＦスポンサー企業の全面的協力のも

と実施され、それぞれの企業トップが観戦に訪れ

たことは過去に見られなかった光景です。そして、

事前キャンプを誘致したホストタウンから、市長

や行政関係者を多数迎えました。 

 東京オリンピックに向けて、また、東京における

国際大会開催に向けて、今大会が一つの指針と

なることは間違いなく、ＷＫＦとして大きな期待を

抱いています。 

 

 

世界空手連盟 事務総長 

 

 

 

プレミアリーグ東京大会 各階級の優勝者。 


